
　　　　　平成２８年度　道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業

　　教科化に向けた道徳教育の充実

　　　　　　　　　　     和歌山県教育委員会

学習指導要領の一部改正により、 小学校では平成３０年度、中学校では平成３１年度

から「特別の教科 道徳」が実施されます。

児童生徒の道徳性を育むために、道徳的価値に迫る読み物の活用や、道徳的価値に関

する問題解決的な学習や体験的な学習など、多様な指導方法を取り入れることによって、

児童生徒が答えが一つではない道徳的な課題を自分自身の問題ととらえ、自分とは異な

る意見と向き合い、道徳的価値について多面的・多角的に考える授業への質的転換が求

められます。

県教育委員会では、平成２７年度から３市を研究協力地域として指定し、域内の研究

校に「特別の教科 道徳」の趣旨・内容を踏まえた実践を積んでいただいています。

本パンフレットは、各研究協力地域における実践の一部を紹介したものです。教科化

に向けた道徳教育の一層の充実に向け、各学校の研修などで活用してください。

１ 全教職員で進める道徳教育の全体計画、別様、年間指導計画

２ 道徳的価値について考え、話し合う活動を充実する授業づくり

３ 自分自身の生活（道徳的体験）と重ね合わせて道徳的価値について考える学習

４ 一つの教材を複数時間で行う指導

５ 役割演技などの表現活動を取り入れた指導

６ 「特別の教科 道徳」の評価とは

【監修】

兵庫教育大学大学院 准教授 淀澤勝治

【研究協力地域及び研究校】

橋本市教育委員会、橋本市立三石小学校、橋本市立柱本小学校、橋本市立紀見北中学校

御坊市教育委員会、御坊市立御坊小学校、御坊市立御坊中学校

田辺市教育委員会、田辺市立上芳養小学校、田辺市立上芳養中学校
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教科化に向けた道徳教育の充実
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平成２９年度 道徳教育の全体計画 御坊小学校

日本国憲法 教育基本法 学校の教育目標 児童の実態と課題
学校教育法 学習指導要領 『共に学びあい、心豊かにたくましく 学校・地域の実態
県・市教育委員会方針等 生き抜くこどもの育成』 教師のねがい

保護者や地域のねがい

特別活動 道徳教育の目標 各教科
《学級活動》学級生活の充 ふれあいを大切にし、豊かな心と道徳性を育む 各教科の目標達成の中
実と向上にかかわる活動 重点目標 で、課題に主体的に取
を通して，進んで問題を ○節度・節制を心がける子どもを育てる。 り組む態度、自ら学ぶ
解決し，温かい人間関係 ○思いやりの心を持ち、親切にできる子どもを育てる。 姿勢、協力したり学び
を築こうとする態度と集 ○法や決まりを守る子どもを育てる。 合ったりする姿勢を培
団の中で自己を正しく生 ○生命を尊重する子どもを育てる。 う。特に、以下の内容
かす能力や態度の育成を にポイントを当てる
図る。 《国語》表現力、思考力
《児童会活動》児童の意 各学年の指導の重点 や想像力および言語感
見，発想を大切にして， ・基本的な生活習慣を身につける。 覚
学校生活における諸問題 低 ・身近にいる人々に温かい心で接し、仲良く 《社会》郷土を愛する心、
の解決を図ることによ 学 する。 公民的な資質
り，自主的，実践的な態 年 ・集団生活に必要な約束やきまりを守る。 《算数》見通しをもち、
度や協力性，思いやりの ・生命を大切にする。 筋道をたてて考える力
心を育てる。 ・自分でできることは、自分でやり、節度の 《理科》自然を愛する心
《クラブ活動》共通の興味 ある生活をこころがける。 情
関心を追及する活動を通 中 ・相手のことを思いやり、進んで親切にする。 《生活》基本的な生活習
して，個性を伸ばし，豊 学 ・約束や社会のきまりの意義を理解し、それ 慣、自立への基礎
かな人間関係を育てる。 年 らを守る。 《音楽》豊かな情操
《学校行事》豊かな体験の ・生命の尊さを知り、生命あるものを大切に 《図工》美的情操と創造
場を設けて，主体的に参 する。 性《家庭》家族の一員と
加させることにより，集 ・安全や生活習慣の大切さについて理解し、 しての役割
団への所属感を深め，協 自分の生活を見直し、節度を守り節制に心 《体育》健康、安全、集
力性，責任感，勤労意欲 掛ける。 団のルール、根気、協
等を育成する。 ・誰に対しても思いやりの心をもち、相手の 力

高 立場に立って親切にする。
学 ・法やきまりの意義を理解した上で進んでそ 総合的な学習の時間
年 れらを守り、自他の権利を大切にし、義務 総合的な学習や探究的

生徒指導 を果たす。 な学習を通して、道徳
○児童相互，児童と教師 ・生命が多くの生命のつながりの中にあるか 性の育成を図る。様々
の心の交流を図り，望ま けがえのないものであることを理解し、生 な事象に向き合い、自
しい生活習慣を身につけ 命を尊重する。 分自身をみつめ、互い
た児童の育成に努める。 に認め合い、高め合う
○児童の行動面のみでな 「特別の教科 道徳」の指導 ことの意義に気づくと
く，内面に働きかける指 一人ひとりの児童に道徳的判断力を培い道徳的心 ともに、児童自身が自
導の手だてを工夫する。 情を豊かにすることを通して、態度や実践意欲の 分なりの価値観を育て
○児童が意欲をもって取 向上を図る。 ていく。
り組むことができる実践 ◎共感的な理解を軸とした心のたがやしを進める
目標を設定する。 指導。 外国語活動
○学校，家庭，地域が一 ◎友達と高めあい、自己をみつめる場を大事にし ＡＬＴなどの協力を得
勢をもつための方法を探 た指導。 て，外国語にふれたり，
る。 ◎児童の変容をゆっくりと見届ける指導。 外国の文化に親しんだり

する体験を充実する。

教育環境の整備 豊かな体験 家庭・地域等との連携
児童の豊かな心を育て， 全教育活動において，道徳的実践を促したり， 学校，家庭，地域三者の

道徳的実践意欲を高めるよ 道徳的実践力を培ったりするための豊かな体験の 相互理解を深め，交流を密
う，心にひびく環境づくり 場を充実する。 にし，協力体制をととのえ
をする。 ・人，物，自然とのふれあい る。
・児童と教師，児童相互の ・各教科の学習 ・家庭や地域の教育力への
望ましい人間関係づくり ・特別活動の学習 期待

・言語環境の改善， ・総合的な学習の時間の学習 ・協力体制の確立
・校舎，校庭の美化 ・幼稚園，中学校との連携

平成２９年度 道徳教育の全体計画 御坊中学校

生徒の実態 学校の教育目標 法的根拠

・「早寝・早起き・朝ご飯」に代表される基本的生活習慣 豊かな心をもち、たくましく、自主的 日本国憲法ならびに教
を身につけさせる必要がある。 創造的に自らを高めようとする生徒を育 育関係諸法規

・家庭学習の習慣を身につけ、自分の考えをもち、書いた 成する。
り、話し合ったり、発表したりする力を身につけさせる
必要がある。 ◎ めざす生徒像

・忍耐・責任感・規範意識を高める必要がある。 （１）思いやりの心をもち、生命と人権を尊重できる生徒（命）
（２）進んで学び、よりよい生き方を創造できる生徒（知）
（３）自律した行動で、集団生活に適応できる生徒（徳）

保護者・教師の願い （４）心身ともに健康で、たくましい生徒（体） 学習指導要領

・望ましい生活習慣、節度節制を身につけさせたい。
・法やきまりを守らせたい。
・礼儀を身につけ、時と場に応じた言動ができるようにし
たい。

・目標に向かってやり抜く力をつけさせたい。
・善意や支えに感謝し、それに応える態度を身につけさせ
たい。

各 教 科 道徳教育の基本目標

・基礎的、基本的な内容の習得と定着を図る指導。 基本的な生活習慣や礼儀を身につけ、法やきまりを遵守し、生
・和歌山の授業づくり基礎・基本３か条を取り入れた指導。 命を尊重する態度を育成する。
・「家庭学習の習慣」を身につけさせる指導。
国語 文学作品を味わい、豊かな心を育てる。

社会 社会的事象を公正に判断できる能力と態度を育て 道徳教育の重点目標
る。

(1) 望ましい生活習慣を身につけ、心身の健康の増進を図り、
数学 筋道を立て、自分の考えを相手に伝える能力と態度 節度を守り節制に心掛け、調和のある生活をする。

を養う。 (A-(2)）
(2) 礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとる。

理科 生命を尊重し、自然に対する畏敬の念を育てる。 (B-(7))
科学的なものの見方・考え方を養い、客観的に判断 (3) 法やきまりの意義を理解し、遵守するとともに、自他の権
する力を養う。 利を重んじ義務を果たして、規律ある社会の実現に努める。

(C-(10))
音楽 合唱の活動を通して、協力・責任感を育てる。 (4) 生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重す

表現・鑑賞を通して、豊かな情操を養う。 る。(D-(19))

美術 創造の喜びを味わい、美しいものを尊ぶ心情を育て
る。

保健 運動に親しむ資質や能力を育て、健康の保持増進と
各学年の重点目標

技術 作業を通して協力・思いやり・責任感を育てると
家庭 ともに、家族の一員としての自覚を深める。 第１学年 基本的な生活習慣(A-(2))

第２学年 礼儀、時と場に応じた言動(B-(7))
英語 英語で表現する楽しみを味わい、国際理解を深め 第３学年 法令遵守、権利と義務、規律ある社会の実現

る。 (C-(10))
学年共通 生命尊重(D-(19))

道徳教育の指導方針 特別活動等
総合的な学習の時間

・「道徳科」で「中学生の道徳」「希望へ 以下の各場面で道徳的態度
(1) 自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判 のかけはし」等の資料を活用し、「考え や心情を育てる。
断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てる。 る」「書く」「話し合い、深める」「自 ・学級活動

(2) 学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や探求 分のこととして捉える」場面を設ける。 ・学年行事
活動に主体的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考 ・教育活動全体を通して道徳的判断力や心 ・生徒会活動
えることができるようにする。 情、実践意欲や態度（心構え）を育て ・人権学活

る。 ・部活動
・全校集会など

家庭との連携

・ＰＴＡ活動全般 ・交通安全街頭指導
・ＰＴＡ研修部の研修会への全教職員の参加 学校・学級環境の整備
・保護者「道徳アンケート」の実施と結果の分析

・校内美化、緑化、清掃活動の充実（環境整備部
・あいさつの励行（生徒指導部）

地域との連携 ・ＧＣＴ（生徒会）
・伸び伸びと活動できる学級集団づくり（学年）

・関係機関との情報交換 ・地域人材の出前授業
・課題をもつ生徒に関するケース会議、援助の計画と実践
・公開道徳授業の実施 ・幼、保、地域住民との交流 評 価
・学校通信「校長だより」、学校新聞「まほろば」の発行
を通した情報公開 ・「道徳科」の授業において、自分のことと

して捉え、道徳的な心情が深まったり、道徳
的判断力や実践意欲、態度（心構え）が培わ

小学校・高等学校との連携 れたりした項目について文章評価する。

・御坊小中連絡会 ・御坊小学校６年生の体験入学
・中高進路指導協議会 ・高等学校進路説明会

小学校

中学校

　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教職員が共通理解、共通実践

するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。
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ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点
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国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保健体育 技術・家庭 英語 道徳

Ａ－１ 風の五線譜（４

月）

アキラの選択（６月）

町内会デビュー（11月）

オリエンテーション(４月)

部活動紹介(４月)

全校集会（７月）

Ａ－２ 体つくり運動（４

月）

食生活の課題を見
つけよう(４月）

よりよい食生活を
目指して(４月)

父の目覚まし時計（４月）

出船の位置に（11月）

薬物乱用防止教
室（12月）

きっずサポート
（６月）

食に関する学習（６月）

Ａ－３

明るい声でのびの
歌おう（４月）

響きのある声で合
唱しよう（７月）

体育理論（５月）

サッカー（２月）

器械運動（３月）

ぼくの性格をつくった友人
（５月）

Ａ－４ さんちき（５月）

バレーボール（６

月）

陸上競技（８・９・

10月）

目標は小刻みに（６月）

木箱の中の鉛筆たち（３月）

Ａ－５
平面図形・空間図
形（12・１・２月）

物質の姿とその変
化（10月）

米屋の奥さんの足音（５月）

Ｂ－６
身近な人を見つめ
て（６月）

夜のくだもの屋（10月）

父母状（２月）
卒業式に向けての取り組み（１月・２月）

Ｂ－７ 話し方はどうかな
（４月）

武道（11月） 半分おとな半分こども（９月）

Ｂ－８ 少年の日の思い出
（12月）

雨の日の届け物（６月）

アイツ（11月）

Ｂ－９

詩の心ー発見の喜
び（４月）

根拠を明確にして
書こう（11月）

文字の式（６・７

月）

心身の機能の発達
と心の健康（７

月・12月）

Unit5 学校の文化
祭（９月）

殿さまのちゃわん（６月）

グループワーク学習（言葉について考え
よう（６月）

私が大切に思うこと（11月）

Ｃ－10

島耕作　ある朝の出来事（７

月）

人に迷惑をかけなければいい
のか？（10月）

Ｃ－11 世界の地域(10・

11・12月）

私もいじめた一人なのに･･･
（９月）

ある日のバッターボックス
（２月）

Ｃ－12

集まって住む(12

月）

ニュースの見方を
考えよう（１月）

バスと赤ちゃん（12月） GCT活動(７月・12月・２月)

Ｃ－13 午前一時四十分（９月）

Ｃ－14
碑（７月）

トロッコ（３月）

三六五×十四回分のありがと
う（４月）

語りかける目（１月）

Ｃ－15
いろいろな物質と
その性質（７月）

校歌（４月）

ハーモニーを感じ
よう（５月）

合唱・合奏（９・

10・11月）

ソフトボール（１

月）

小さな一歩（７月）
二枚の写真（３月）

体育大会の取り組み（５月）

中央委員会(５月・10月)

生徒大会(５月・10月)

文化週間の取り組み（10月・11月）
音楽会（11月）専門委員会（４月～３月）

グループワーク学習（感情をコントロー
ルしてうまく伝える（４月）

Ｃ－16
歴史の流れをと
らえよう（７月）

鑑賞（３月）
伝統の中の動物た
ち（９月）

地域の食材と郷土
料理(２月)

娘のふるさと（11月）
後世の人々に託す-浜口梧陵-
（12月）

Ｃ－17
伊曽保物語・竹取
物語・矛盾（８・

９月）

古代までの日本
（８・９月）

中世の日本（１

月）

日本の姿（２月）

日本の歌を歌いつ
ごう（６月）

和太鼓（１月）

君が代（３月）

Unit10 あこがれ
のボストン（１

月）

負けへんで-川本幸民-（11月）

Ｃ－18 世界の姿（４月）

Unit7  ブラジル
から来たサッカー
コーチ（10月）

リアカーは海を越えて（１月）

Ｄ－19 オオカミを見る目
（６月）

花のつくりとはた
らき（５月）

幼い頃を振り返ろ
う(４月)

自分の番いのちのバトン（４

月）

あなたはすごい力で生まれて
きた（１月）

防災学習（通
年）

社会見学稲村の館（防災学習）（５月）

性に関する学習（11月）

Ｄ－20
スズメは本当に
減っているのか
（11月）

世界から見た日
本の姿（３月）

「あ、トトロの森だ！」（５

月）

Ｄ－21 月夜の浜辺（10

月）

大地が火をふく
（２月）

大地が揺れ（２

月）

ガジュマルの木（９月）

Ｄ－22

いつわりのバイオリン（10月）

銀色のシャープペンシル（12

月）

「マザー・テレサ」から学ん
だこと（２月）

内容
各教科 総合的な学習の

時間
特別活動

道徳教育全体計画別葉　御坊中学校　第１学年

道徳教育全体計画別葉　御坊小学校　第６学年

国語

（光村図書）
月
社会
（日本文教出版）

月
算数

（啓林館）
月
理科

（啓林館）
月
音楽

(教育芸術社)
月
図画工作
（日本文教出版）

月
家庭

（東京書籍）
月 体育 月

保健

 （学研） 月
外国語活動
(Hi freiends!)

月 総合的な学習の時間 月 特別活動 月

(1)
善悪の判断、自

律、自由と責任

･カレーライス
･海の命
･卒業するみなさん
へ

4
2
3
･明治の新しい国づ
くり

10
･病気の予防 11 ･たばこと飲酒、薬物

1 ･学校のリーダーとし
て

4

(2) 正直、誠実
･カレーライス
･笑うから楽しい
･狂言　柿山伏

4
5
11

･詩と音楽を味わお
う

12

(3) 節度、節制
･時計の時間と心の
時間

5
･みんなで使う理科
室
･自然とともに生きる

9

3

･時間の使い方を工
夫しよう
･毎日の朝食をふり
返ろう
･もっとかがやくこれ
からの私たち

4

4

3

･生活の仕方と病気 6
･一日の生活を紹
介しよう

11
･目標を決めよう 4

(4) 個性の伸長
･この絵、私はこう見
る
･今、私は、ぼくは

11

2

･広げよう科学の世
界を

7

･形や色を楽しもう
･動きをとらえて形を
見つけて
･表現にこめた思い
･墨で表す

4
5

7
10

･できることを紹介
しよう

7 ･6年間の思い出を
まとめよう

3 ･音楽発表会に向け
て

10

(5)
希望と勇気、努

力と強い意志
･忘れられない言葉 1

･江戸の社会と文化
･学問
･新しい日本へのあ
ゆみ

9

12
･各単元

通
年

･豊かな歌声をひび
かせよう

4 ･見つめて　広げて
･版から広がる世界

4
1

･水泳
･ハードル走

7
10

･目標を決めよう 4

(6) 真理の探究
･時計の時間と心の
時間
･自然に学ぶ暮らし

5

1
･日本のあゆみ

4～
12
･各単元

通
年

･広げよう科学の世
界を
･水溶液の性質
･月と太陽
･大地のつくりと変化
･てこのはたらき

7

9
10
11

1

･想像のつばさを広
げて
･水の流れのように
･物語から広がる世
界
･いっしゅんの形から

4

6
7

11

･時間の使い方を工
夫しよう
･夏の生活を工夫し
よう
･楽しく食事をするた
めに工夫しよう

4

7

12

･跳び箱運動
･マラソン

9
11
･病原体と病気 6

･アルファベットで遊
ぼう

5

(7) 親切、思いやり

･カレーライス
･伝えにくいことを伝
える
･生き物はつながり
の中に

4
5

2

･新しい日本へのあ
ゆみ
･わたしたちの願いと
政治のはたらき
･わたしたちのくらし
と憲法
･国際連合のはたら
きと日本人の役割

12

1

2

3

･ヒトや動物の体 5
･心をこめて表現しよ
う

3
･伝わるつながる 3

･衣生活を豊かにし
ていこう

11
･ソフトバレー 2

･友達の誕生日を
調べよう
･友達を旅行にさそ
おう

6

10

･「思いやりを行動
に」
･エイズを知ろう
･「ぼくの耳は聞こえ
ない」

6

12
12

･学校のリーダーとし
て

4

(8) 感謝
･心をこめて表現しよ
う

3
･中学校へ向かって 3

･家族が喜ぶ食事を
作ろう
･心のつながりを深
めよう

12

3
･卒業式に向けて 3

(9) 礼儀 ･表現を選ぶ 12
･市内ミニバスケット
ボール大会に向け
て

6

(10) 友情、信頼
･つないで、つない
で、一つのお話

4 ･みんなで使う理科
室

9
･曲想を味わおう 11

･友達の誕生日を
調べよう

6
･市内ミニバスケット
ボール大会に向け
て

6

(11) 相互理解、寛容

･時計の時間と心の
時間
･学級討論会をしよ
う

5

5

･できることを紹介
しよう

9 ･Happy祭を成功させ
よう

11
･市内ミニバスケット
ボール大会に向け
て

6

(12) 規則の尊重

･武士による政治の
始まり
･天下統一と江戸幕
府
･明治の新しい国づ
くり
･わたしたちのくらし
と憲法

6

7
10
2

･ものが燃えるとき
･みんなで使う理科
室
･水溶液の性質

4
9

9

･喫煙の害
･飲酒の害
･薬物乱用の害

11
11
11
･

･わたしたちのくらし
と政治

1

(13)
公正、公平社会

正義
･伝えにくいことを
　伝える

5

･天下統一と江戸幕
府
･明治の新しい国づ
くり
･わたしたちの願いと
政治のはたらき

7
10
1

･わたしたちのくらし
　と政治

1

(14)
勤労、公共の精

神

･貴族の政治とくらし
･国力の充実を目指
　す日本と国際社会
･わたしたちの願い
　と政治のはたらき

5
10

1
･12年後のわたし 2

･工夫して家庭の
　仕事を続けよう

4 ･「夢宣言」をしよう 2

(15)
家族愛、家庭生

活の充実
･カレーライス
･海の命

4
2

･地震や火山活動
　からくらしを守る

12

･いためて朝食の
　おかずを作ろう
･工夫して作ろう
･1食分の献立を
　工夫しよう
･家族の一員として
　家庭や地域ででき
　ること

5

9
11

2

(16)

よりよい学校生

活、集団生活の

充実

･大昔のくらしと国の
　統一
･国際連合のはたら
　きと日本人の役割

4

3
･ものが燃えるとき 4

･校歌を歌おう
･心をこめて表現
　しよう

通
年
3
･中学校へ向かって 3

･時間の使い方を
　工夫しよう

4 ･組体操 5
･Happy祭を成功
　させよう

11
･学校のリーダーと
　して
･運動会の取り組み

4
5

(17)

伝統と文化の尊

重、国や郷土を

愛する態度

･春のいぶき
･夏のさかり
･未来がよりよくある
　ために
･秋の深まり
･「鳥獣戯画」を読む
･伝えられてきた
　もの
･天地の文
･春を待つ冬

4
6
9
10
11
11
12
2

･日本のあゆみ
･日本とつながりの
　深い国々
･国際連合のはたら
　きと日本人の役割

4～
12
2

3

･大地のつくりと
　変化
･地震や火山活動
　からくらしを守る

11

12

･いろいろな音の
　ひびきを味わおう
･詩と音楽を
　味わおう
･日本と世界の音楽
　に親しもう

7

12

1

･味わってみよう
　和の形

1

･快適な住まい方や
　着方をしよう
･家族の一員として
　家庭や地域でで
　きること

7

2

･地域の学習
･百人一首
･インターネット
　調べ学習
･地域の学習

4
5
7

10

･修学旅行の
　取り組み

10

(18)
国際理解、国際

親善
･かなえられた願い
-日本人になること-

3

･日本のあゆみ
･日本とつながりの
　深い国々
･国際連合のはたら
き
　と日本人の役割

4～
12
2

3

･日本と世界の音楽
　に親しもう

2 ･筆あと研究所 12

･アルファベットで
　遊ぼう
･友達を旅行に
　さそおう
･オリジナルの物語
　をつくろう

4

10

12

(19) 生命の尊さ

･笑うから楽しい
･せんねん　まんね
　ん
･やまなし
･生きる
･生き物はつながり
　の中に

5
9
10
3
3

･国力の充実を目指
　す日本と国際社会
･アジア･太平洋に
　広がる戦争

10
11

･自然とともに
　生きる
･ヒトや動物の体
･生物どうしの
　つながり

4

5
6

･ドリームプラン 2
･病気の起こり方
･病気の予防

6
11

･避難訓練への
　参加

11

(20) 自然愛護

･春のいぶき
･森へ
･夏のさかり
･秋の深まり
･春を待つ冬

4
6
6
10
2

･国力の充実を目指
　す日本と国際社会

10

･自然とともに
　生きる
･生物どうしの
　つながり
･発電と電気の利用

4

6

2

･豊かな歌声を
　ひびかせよう

4

･夏の生活を見つめ
　よう
･冬の生活を見つめ
　よう

6
1

(21) 感動、畏敬の念
･森へ
･「鳥獣戯画」を読む

6
11

･自然とともに
　生きる
･月と太陽
･大地のつくりと
　変化

4
9
11

･豊かな歌声を
　ひびかせよう

4 ･光の形 10

(22)
よりよく生きる

喜び
･イーハトーヴの夢
･海の命

10
2

A
主

と

し

て

自

分

自

身

に

関

す

る

こ

と

B
主

と

し

て

人

と

の

関

わ

り

に

関

す

る

こ

と

C
主

と

し

て

集

団

や

社

会

と

の

関

わ

り

に

関

す

る

こ

と

D
主

と

し

て

生

命

や

自

然、

崇

高

な

も

の

と

の

関

わ

り

に

関

す

る

こ

と

第4学年

第4学年　年間指導計画             平成２９年度　御坊小学校

学年の基本方針

回 1 月 4 週 1
主題名 内容項目
資料名 出典

ねらい

展開

回 2 月 4 週 2
主題名 内容項目
資料名 出典

ねらい

展開

国語科「よりよい話し合いをしよう」
回 3 月 4 週 3

主題名 内容項目
資料名 出典

ねらい

展開

特別の教科道徳の年間指導計画

・自分でできることは、自分でやり、安全に気を付け、よく考えて行動し、節度のある生活をする。
・相手のことを思いやり、進んで親切にする。
・約束や社会のきまりの意義を理解し、それらを守る。
・生命の尊さを知り、生命あるものを大切にする。

健全な生活態度 A（3）節度、節制
目ざまし時計 『ゆたかな心で』東京書籍

自分のきめた「わたしのきまり」を守れず、体調をこわし反省するよし子の姿を通して、時間を大切
にし正しい生活をしようとする道徳的心情を育てる。

１　毎日の生活の中で自分で守ろうとして決めたきまりを発表する。
２　「目ざまし時計」を読んで話し合う。
　○よし子は、どうして「わたしのきまり」をつくる気持ちになったのでしょう。
　◎保健室のベッドで、よし子は、どんなことを考えていたでしょう。
３　わたしたちの道徳「社会で活やくする人に学ぼう」（Ｐ１２～１３）を読み、節度守って生活する良さ
について考える。
※身近な人に、節度ある生活の工夫を聞いてくることを伝える。

教科・領域との関連 特別活動「目標を立てよう」

心のかよい合い Ｂ（８）礼儀
「ありがとう」の言葉 『ゆたかな心で』東京書籍

挨拶の言葉の意味や礼儀で通い合う心の大切さを知ったひろしの姿を通して、誰に対しても真心を
もって接しようとする道徳的実践意欲と態度を養う。

１　挨拶の言葉にはどのようなものがあるか発表する。
　　（わたしたちの道徳Ｐ５６～５８）
２　「ありがとう」の言葉を読んで話し合う。
　○大切な帽子が戻ってきたとき、ひろしはどんな気持ちだったでしょう。
　◎おばあちゃんの話を聞いて、ひろしはどんなことを思ったでしょう。
３　人々の心が込められている挨拶の言葉について考える。
４　礼儀名人を目指そうにチャレンジする。（私たちの道徳Ｐ５９）

教科・領域との関連

くじけず最後まで Ａ（５）希望と勇気、努力と強い意志
ぼくのへんしん 『ゆたかな心で』東京書籍

運動が苦手で体育が嫌いなぼくが家族の励ましを通して、ラジオ体操を始め自分でやろうと決めた
ことは、粘り強くやり遂げようとする道徳的実践意欲と態度を養う。

１　めあてを立てながら途中でやめた経験について発表する。
２　「ぼくのへんしん」を読んで話し合う。
　◎「雄志君は、へんしんしたのでーす。」と言われて、ぼくはどんな気持ちだったと思いますか。
３　ぼくの行動と自分の生活とを比べて話し合う。
　○あなたは、がんばってやろうとしていることがありますか。それはどんな気持ちからですか。
４　わたしたちの道徳「夢は見るものではなく、かなえるもの」（Ｐ２５）を読んで感想を交流する。

教科・領域との関連 特別活動「音楽発表会にむけて」

第２学年　年間指導計画               平成２９年度　御坊中学校

時期

時期

時期

時期

５／

Ａ－２
節度、節制

望ましい生活習慣
生活の中でよい習慣を身につけることの大切さを知り、小さなことからでも実
行に移そうとする道徳的実践意欲を培う。

教材（出典） 主題構成の理由

小さなこと（あかつき）
「便所のぞうりをそろえる」という小さなしつけを、何年にもわたって行う筆者の
思いを読み取らせることで、望ましい生活習慣を身につけることの大切さを考
えさせることができる。

展開
の
大要

○筆者が自分の話を友人の話として新聞に掲載したのはなぜだろう。
○のちに筆者が松本さんのことを新聞に書いたのはなぜだろう。
◎ごく小さいしつけが、ほかのことでも自分を支配しているとはどうい
うことだろう。

関連
その他

技術家庭（よりよい消費生活を目指
して）　特活（薬物乱用防止教室）

内容項目 主題名 ねらい

関連
その他

国語（未来へ）　保健体育（陸上競
技）　英語（Try to Be the Only One）

内容項目 主題名 ねらい

４／

Ａ－３
向上心、個性の
伸長

自分を好きになる
自分を見つめ、自分の良さを生かし、さらに伸ばしていくために前向きに取り
組もうとする道徳的実践意欲を培う。

教材（出典） 主題構成の理由

虎（あかつき）

いつも脇役しか与えられない八輔に、またしても台詞のない虎の役が割り当
てられた。不満を覚えながらも、実際に行った動物園で虎の観察をし、虎の心
の理解に努める八輔の姿を通して、自分のよさを見つけ、充実した生き方に
つながることを考えさせることができる。

展開
の
大要

○虎の役を振られた八輔はどんな気持ちだったのだろう。
○「それでも彼は満足した」とあるが、何が彼を満足させたのだろう。
◎虎の役に不満を持っていた八輔が、虎になりきろうと決意したのは
どんな考えからか。

明るい性格の律子と自分をうまく表現できない敏子。敏子は、律子からの励ま
しの手紙を受け取りながらも、そっけない態度をとる。やがて律子が転校する
ことになったことで敏子の友情への身勝手さに気付く姿を通して、真の友情に
ついて気付かせることができる。

展開
の
大要

○敏子が、律子からの葉書が気に入らなかったのはなぜだろう。
○引っ越しを打ち明けられた敏子は、どうして話をそらしたのだろう。
◎律子を見送った敏子の胸に押し寄せてきたものは何だったのだろ
う。

関連
その他

国語（漢詩）

学年重点目標
 ①礼儀を重んじ、時と場に応じた適切な行動をとる。（Ｂ－７）
 ②生命の尊さを理解し、尊重する。（Ｄ－１９）

内容項目 主題名

内容項目 主題名 ねらい

４／

Ｂ－８
友情、信頼

育み合う友情
心を許しあえる友を持つことのすばらしさを感じ、互いに励まし合う関係を築こ
うとする道徳的態度を育成する。

教材（出典） 主題構成の理由

律子と敏子（あかつき）

○筆者は「トクベツに見えた」ことで、どのような気持ちが湧いてきたの
でしょう。
◎「トクベツ」に見えるあなたの不思議は何ですか。

関連
その他

国語（枕草子）　理科（生命を維持す
るはたらき・動物のなかまと生物の進
化）　特活（性学習）

ねらい

４／

Ｄ－１９
生命の尊さ

よりよい自己の追求
偶然がもたらす出会いの神秘に思いをはせ、よりよい生き方を目指そうとする
道徳的実践意欲を培う。

教材（出典） 主題構成の理由

不思議（あかつき）
今、当たり前にいることが、本当はたくさんの偶然が重なってできていることを
理解させ、よりよい生き方を目指そうとする意欲をもたせることができる。

展開
の
大要

　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教職員が共通理解、共通実践

するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。

　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教職員が共通理解、共通実践

するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。

　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教師が共通理解、共通実践する

ための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即した独

自の全体計画を作成することが重要です。

別 様

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たりす

るなど、家庭や地域社会との共通理解を

深め、相互の連携を図ることが大切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画とし

て機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められています。各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別様、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点目

標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に道徳

教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児童

生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つの内

容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。

　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教職員が共通理解、共通実践

するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。

　各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点目

標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に道徳教

育が展開されるよう工夫が必要です。

第４学年　年間指導計画 平成29年度　　小学校 第２学年　年間指導計画 平成29年度　　中学校

　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教職員が共通理解、共通実践

するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。

2
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主題名： 小さな親切 【内容項目：親切、思いやり】

資料名： ぼくにできること 【実施学年：小学校１年生】

（「１ねんせいのどうとく」文溪堂）

１ ねらい
親切にしたおばあさんからうれしそうにお礼を言われた時の主人公の気持ちを通して、身近

にいる人の困っている様子に気づき、温かい心で接し親切にしようとする心情を育てる。

２ 資料について
主人公は、お母さんが困っている様子のおばあさんに声をかけ、手助けする場面を見かける。

再度、おばあさんの困っている状況に出合い、今度は主人公が手助けをする。おばあさんから

礼を言われ、主人公も温かい気持ちになったという話である。主人公の気持ちを考えることを

通して、身近にいる人に温かい心で接し親切にすることの大切さについて考えを深め、相手の

喜びを自分の喜びとして受け入れ、親切な行為の意義を考えさせることができる資料である。

３ 展開 ※「◎」は中心発問「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １題名と関連して考え ○自分にできることって何だろう。 ・資料の内容に興味をもたせ

入 る。 る。

２資料（紙芝居）を ○おばあさんが言っていた「ごしん ・お母さんの行為が、手助け

聞いて内容を理解 せつに」は、どういうことをいっ したおばあさんをうれしい

する。 ているのかな。 気持ちにさせたことをおさ

・お母さんが、おしょうゆを取って える。

あげたこと。

・人にやさしくすること。

・困っている人を助けること。

３おばあさんのうれ ◎「ぼくは、あたたかいきもちにな ・おばあさんのうれしそうな

しさを感じて、温 りました」で、「ぼく」はどんな 様子を見て、「ぼく」がどう

展 かい気持ちになっ ことを感じていましたか。 感じたのかを考えさせる。

たときのぼくの気 ・おばあさんがうれしそうでうれし ・自分の考えをワークシート

持ちを考える。 い。 に書かせ、発表させる。

開 ・お手伝いでお礼を言われてうれし

い。

・お母さんみたいなお手伝いができ

た。

○どうして手伝おうと思ったの？ ・おばあさんの立場に立って

考えた「ぼく」の行為であ

ったことに気づかせる。

○親切にすると何かいいことあるの ・親切にされた方だけでなく、

かな。 した方も温かい気持ちにな

・ほめてもらえうれしくなる。 ることに気づかせる。

・自分がすっきりする。

終 ４本時の振 り 返 り ○題名や親切な行為をするこ

末 を す る 。 とについて考えたことを、

ワークシートに書かせる。
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資料提示

挿絵を紙芝

居にして読み

聞かせること

で、内容に興

味をもたせた

り、「ぼく」

の立場に立っ

て考えさせた

りすることに

効果的でした。

切り返し

「自分がすっきりするってどうい

うこと？」と切り返し発問をする

ことによって、ねらいとする道徳

的価値について深く考えることに

つながりました。

問い返し

「やさしくするってどういうこと？」、

『お母さんみたいなお手伝い』ってど

んなこと？」と児童の発言に問い返す

ことによって、次の発言を引き出すこ

とができました。

言語活動

児童に自分の考えをもたせた上で、考

えを交流させるために、中心発問につい

て書く時間を確保しました。

板 書

教材の２つの場面を左右に分

け、児童の発言を簡潔に示すと

ともに、中心部分を浮き立たせ

ました。色チョークや矢印を用

いて提示することで、児童の思

考の手助けとし、発言へとつな

時間配分

中心発問に

ついて考え

る時間、話

し合う時間

を確保する

ために、あ

らすじや主

人公につい

ては、テン

ポよく確認

しました。

言語活動

話合いでは、生徒が互いの考えを深め

られるよう、自分の考えを伝えるだけ

でなく、友達の考えと比較して聞くよ

うにさせました。

中心発問

ねらいとする

道徳的価値につ

いて、生徒の多

様な考えを引き

出し、より深く

考えさせるため

に、発問を精選

しました。

中心発問は、

主人公の心の変

容が現れる場面

に焦点をあてま

した。
板書

挿絵やイ

ラストなど

を効果的に

板書に取り

入れました。

話合いは、児童生徒相互の考えを深める中心的な学習活動です。考えを

出し合う、まとめる、比較するなどの目的に応じて効果的に行われるよう

に工夫することが大切です。話合いを充実させるためには、教師と児童生

徒の信頼関係や児童生徒の人間関係を育て、一人一人が自分の考え方や感

じ方を伸び伸びと表現できる雰囲気を日常の学級経営の中でつくることも

大切です。

児童生徒が、教材と対話し、他者と対話し、自分自身と対話する過程に

おいて、新しい価値が創出されていきます。

道徳的価値について考え、話し合う活動を充実する授業づくり 道徳的価値について考え、話し合う活動を充実する授業づくり
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実施学年
小学校１年生

主題名　小さな親切　内容項目：Ｂ－（６）親切、思いやり
資料名　ぼくにできること（「１ねんせいのどうとく」文溪堂）

　「やさしくするってどういうこと？」

「『お母さんみたいなお手伝い』ってど

んなこと？」と児童の発言に問い返すこ

とによって、次の発言を引き出すことが

できました。

児童に自分の考えをもたせた上で、考

えを交流させるために、中心発問につい

て書く時間を確保しました。

「自分がすっきりするってどうい

うこと？」と切り返し発問をする

ことによって、ねらいとする道徳

的価値について深く考えることに

つながりました。

教材の２つの場面を左右に分

け、児童の発言を簡潔に示すと

ともに、中心部分を浮き立たせ

ました。色チョークや矢印を用

いて提示することで、児童の思

考の手助けとし、発言へとつな

がるようにしました。

2



主題名：広い心で理解し合う 【内容項目：相互理解、寛容】

資料名：「一番乗り」たけいち 【実施学年：中学校２年生】

（「中学生の道徳２ 自分を考える」あかつき）

１ ねらい
他者がもつ自分にない良さを認め、広い心で謙虚に学ぼうとする心情を育てる。

２ 資料について
主人公のぼくと鹿児島から移ってきた転校生「原田たけいち」。ぼくは早起きが苦手で、た

けいちは毎朝早起き。彼が早起きする理由は、家族のために新聞配達をするため。その事実

を知った僕は、彼の献身的で家族想いな態度や行動に心を打たれる。この二人のやりとりを

通して、他者のもつ自分にない良さを認め、謙虚に学ぼうとする心情を育むことができる資

料である。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は生徒の発言・反応等 △は切り返し発問 ▽は補助発問

学習活動 主な発問と生徒の反応 指導上の留意点
１ヒーローについて ○あなたはヒーローと聞くと

導 どんなイメージを どんなことをイメージします
入 持っているか考え か？

る。 ・強い、優しい、かっこいい
２教師の範読を聞く。
３登場人物を確認 ○登場人物はだれですか。
する。 ・僕、たけいち

○なぜあだ名が「一番乗り」
たけいちなのですか。
・登校がとても早いから。
○どうしてたけいちは登校が早

展 いのですか。
・新聞配達するため
・家族のため

４さっそうと走り去 ◎さっそうと走り去るたけいち ・話し合いをする前に
るたけいちを見て を僕はどんな思いで見ていた 自分の意見を言うだ
いる僕の思いにつ だろうか。 けではなく、友達の
いて考える。 ・大変なのにえらいなあ。 意見と比較して聞き、

開 ・僕も頑張らないといけない。 考えるように伝える。
・家族思いなんやなあ。 △何が大変なのですか。
・真似してみたいなあ。 △何を頑張らないとい

けないのですか。

５僕の心に強く響い ○たけいちの何が僕の心に強く ▽彼はなぜ、唯一のヒ
たものを考える。 響いたのか？ ーローなのですか。

・しんどいことをしんどいと
思わせない雰囲気
・明るさ
・自分で生きているところ

終 ６本時の振り返りを ・振り返りシートに自
末 す る 。 己評価を記入させる。
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末 す る 。 己評価を記入させる。

- 1 -

主題名：広い心で理解し合う 【内容項目：相互理解、寛容】

資料名：「一番乗り」たけいち 【実施学年：中学校２年生】

（「中学生の道徳２ 自分を考える」あかつき）

１ ねらい
他者がもつ自分にない良さを認め、広い心で謙虚に学ぼうとする心情を育てる。

２ 資料について
主人公のぼくと鹿児島から移ってきた転校生「原田たけいち」。ぼくは早起きが苦手で、た

けいちは毎朝早起き。彼が早起きする理由は、家族のために新聞配達をするため。その事実

を知った僕は、彼の献身的で家族想いな態度や行動に心を打たれる。この二人のやりとりを

通して、他者のもつ自分にない良さを認め、謙虚に学ぼうとする心情を育むことができる資

料である。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は生徒の発言・反応等 △は切り返し発問 ▽は補助発問

学習活動 主な発問と生徒の反応 指導上の留意点
１ヒーローについて ○あなたはヒーローと聞くと

導 どんなイメージを どんなことをイメージします
入 もっているか考え か。

る。 ・強い、優しい、かっこいい
２教師の範読を聞く。
３登場人物を確認 ○登場人物はだれですか。
する。 ・僕、たけいち

○なぜあだ名が「一番乗り」
たけいちなのですか。
・登校がとても早いから。
○どうしてたけいちは登校が早

展 いのですか。
・新聞配達するため
・家族のため

４さっそうと走り去 ◎さっそうと走り去るたけいち ・話し合いをする前に
るたけいちを見て を僕はどんな思いで見ていた 自分の意見を言うだ
いる僕の思いにつ だろうか。 けではなく、友達の
いて考える。 ・大変なのにえらいなあ。 意見と比較して聞き、

開 ・僕も頑張らないといけない。 考えるように伝える。
・家族思いなんやなあ。 △何が大変なのですか。
・真似してみたいなあ。 △何を頑張らないとい

けないのですか。

５僕の心に強く響い ○たけいちの何が僕の心に強く ▽彼はなぜ、唯一のヒ
たものを考える。 響いたのか？ ーローなのですか。

・しんどいことをしんどいと
思わせない雰囲気
・明るさ
・自分で生きているところ

終 ６本時の振り返りを ・振り返りシートに自
末 す る 。 己評価を記入させる。

　　　   
　　　　

資料提示

挿絵を紙芝

居にして読み

聞かせること

で、内容に興

味をもたせた

り、「ぼく」

の立場に立っ

て考えさせた

りすることに

効果的でした。

切り返し

「自分がすっきりするってどうい

うこと？」と切り返し発問をする

ことによって、ねらいとする道徳

的価値について深く考えることに

つながりました。

問い返し

「やさしくするってどういうこと？」、

『お母さんみたいなお手伝い』ってど

んなこと？」と児童の発言に問い返す

ことによって、次の発言を引き出すこ

とができました。

言語活動

児童に自分の考えをもたせた上で、考

えを交流させるために、中心発問につい

て書く時間を確保しました。

板 書

教材の２つの場面を左右に分

け、児童の発言を簡潔に示すと

ともに、中心部分を浮き立たせ

ました。色チョークや矢印を用

いて提示することで、児童の思

考の手助けとし、発言へとつな

時間配分

中心発問に

ついて考え

る時間、話

し合う時間

を確保する

ために、あ

らすじや主

人公につい

ては、テン

ポよく確認

しました。

言語活動

話合いでは、生徒が互いの考えを深め

られるよう、自分の考えを伝えるだけ

でなく、友達の考えと比較して聞くよ

うにさせました。

中心発問

ねらいとする

道徳的価値につ

いて、生徒の多

様な考えを引き

出し、より深く

考えさせるため

に、発問を精選

しました。

中心発問は、

主人公の心の変

容が現れる場面

に焦点をあてま

した。
板書

挿絵やイ

ラストなど

を効果的に

板書に取り

入れました。

話合いは、児童生徒相互の考えを深める中心的な学習活動です。考えを

出し合う、まとめる、比較するなどの目的に応じて効果的に行われるよう

に工夫することが大切です。話合いを充実させるためには、教師と児童生

徒の信頼関係や児童生徒の人間関係を育て、一人一人が自分の考え方や感

じ方を伸び伸びと表現できる雰囲気を日常の学級経営の中でつくることも

大切です。

児童生徒が、教材と対話し、他者と対話し、自分自身と対話する過程に

おいて、新しい価値が創出されていきます。

道徳的価値について考え、話し合う活動を充実する授業づくり 道徳的価値について考え、話し合う活動を充実する授業づくり　　　   
　　　　

資料提示

挿絵を紙芝

居にして読み

聞かせること

で、内容に興

味をもたせた

り、「ぼく」

の立場に立っ

て考えさせた

りすることに

効果的でした。

切り返し

「自分がすっきりするってどうい

うこと？」と切り返し発問をする

ことによって、ねらいとする道徳

的価値について深く考えることに

つながりました。

問い返し

「やさしくするってどういうこと？」、

『お母さんみたいなお手伝い』ってど

んなこと？」と児童の発言に問い返す

ことによって、次の発言を引き出すこ

とができました。

言語活動

児童に自分の考えをもたせた上で、考

えを交流させるために、中心発問につい

て書く時間を確保しました。

板 書

教材の２つの場面を左右に分

け、児童の発言を簡潔に示すと

ともに、中心部分を浮き立たせ

ました。色チョークや矢印を用

いて提示することで、児童の思

考の手助けとし、発言へとつな

時間配分

中心発問に

ついて考え

る時間、話

し合う時間

を確保する

ために、あ

らすじや主

人公につい

ては、テン

ポよく確認

しました。

言語活動

話合いでは、生徒が互いの考えを深め

られるよう、自分の考えを伝えるだけ

でなく、友達の考えと比較して聞くよ

うにさせました。

中心発問

ねらいとする

道徳的価値につ

いて、生徒の多

様な考えを引き

出し、より深く

考えさせるため

に、発問を精選

しました。

中心発問は、

主人公の心の変

容が現れる場面

に焦点をあてま

した。
板書

挿絵やイ

ラストなど

を効果的に

板書に取り

入れました。

話合いは、児童生徒相互の考えを深める中心的な学習活動です。考えを

出し合う、まとめる、比較するなどの目的に応じて効果的に行われるよう

に工夫することが大切です。話合いを充実させるためには、教師と児童生

徒の信頼関係や児童生徒の人間関係を育て、一人一人が自分の考え方や感

じ方を伸び伸びと表現できる雰囲気を日常の学級経営の中でつくることも

大切です。

児童生徒が、教材と対話し、他者と対話し、自分自身と対話する過程に

おいて、新しい価値が創出されていきます。

道徳的価値について考え、話し合う活動を充実する授業づくり 道徳的価値について考え、話し合う活動を充実する授業づくり

4

実施学年
中学校２年生

主題名　広い心で理解し合う　内容項目：Ｂ－（９）相互理解、寛容
資料名　「一番乗り」たけいち（「中学生の道徳２ 自分を考える」あかつき）

話合いでは、生徒が互いの考えを深め

られるよう、自分の考えを伝えるだけで

なく、友達の考えと比較して聞くように

させました。



主題名：自律的な生活 

資料名：修学旅行の夜（「明日をめざして」東京書籍） 
【内容項目：善悪の判断,自律,自由と責任】 
【実施学年：小学校６年生】 

 
１ ねらい  
自由な考えや行動には、自律的に判断することや自己責任が伴うこと、自分勝手とは異なるというこ

とをあらためて理解し、自ら自主的に判断し行動していこうとする意欲を育てる。 
 

２ 資料について  
本資料は、修学旅行の夜、消灯後も大騒ぎしてしまうという現実によくある問題を取り上げ、自由と

規律のかかわりについて考えさせることができるものである。主人公の班は、「自由にしたい」としなが

らも「できるだけ静かに寝よう」と約束した。しかし消灯後、次第に楽しい気分になり、まくら合戦に

なってしまう。そこに至るまでの主人公の心の動きから、先生の言葉を聞いた主人公や班の人たちの気

持ちへとつなげ、ねらいとする道徳的価値に迫りたい。 
 

３ 展開          ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等 
 学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点 
 
導

入 

１「自由」について今ま

で考えたことを話し

合う。 

〇今までに、もっと自由がほしいと思った

ことがありますか？それはどんなことで

すか？ 
・もっと遊びたいのに勉強するように言わ

れた。 

・自由についてのアンケ

ートにもふれ、考えを

広げさせる。 

 
 
 
 
 

 
展 
 
 
 
開 

２「修学旅行の夜」を読

んで話し合う。 
① 主人公の気持ちの変

化を押さえる。 
 
 
 
② 主人公が先生の言葉

から考えたことにつ

いて考える。 
 

 
 
〇班長の「わたし」が注意するのをやめて

おしゃべりの仲間に入っていったのはど

んな気持ちからでしょう。 
・修学旅行だから楽しもう。 
 
◎「わたしはなかなかねむれず･･･」とあり

ましたが、「わたし」はどんなことを考え

ていたのでしょう。 
・班長の私だけが悪いんじゃないのに。 
・楽しさのあまり迷惑をかけてしまった。 
・自由だと思っていたけれど、自分勝手な

行動だった。 
・私たちはとなりの部屋の友達の自由をう

ばっていたことになるのかな。 
 

 
 
・主人公の行動から、約

束が守れない要因を探

らせる。 
 

 

・約束を大事に思う気持

ちが強い児童に対して

は、「自由に楽しむこと

はいけないことなの

か」と投げかける。 
・主人公になって、自由

とは何かを考えさせ

る。 

 
 
終

末 

３ 本時を振り返り、本

当の自由について考

えをまとめる。 

〇本当の自由とはどのようなことだと思い

ますか。 
・本時の学習から考えた

ことを書かせる。 

・数名の児童に発表させ

自由の中に責任をもっ

た行動をとろうという

意欲を高める。 

 

主題名：自律的な生活 

資料名：修学旅行の夜（「明日をめざして」東京書籍） 
【内容項目：善悪の判断,自律,自由と責任】 
【実施学年：小学校６年生】 

 
１ ねらい  
自由な考えや行動には、自律的に判断することや自己責任が伴うこと、自分勝手とは異なるというこ

とをあらためて理解し、自ら自主的に判断し行動していこうとする意欲を育てる。 
 

２ 資料について  
本資料は、修学旅行の夜、消灯後も大騒ぎしてしまうという現実によくある問題を取り上げ、自由と

規律のかかわりについて考えさせることができるものである。主人公の班は、「自由にしたい」としなが

らも「できるだけ静かに寝よう」と約束した。しかし消灯後、次第に楽しい気分になり、まくら合戦に

なってしまう。そこに至るまでの主人公の心の動きから、先生の言葉を聞いた主人公や班の人たちの気

持ちへとつなげ、ねらいとする道徳的価値に迫りたい。 
 

３ 展開          ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等 
 学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点 
 
導

入 

１「自由」について今ま

で考えたことを話し

合う。 

〇今までに、もっと自由がほしいと思った

ことがありますか？それはどんなことで

すか？ 
・もっと遊びたいのに勉強するように言わ

れた。 

・自由についてのアンケ

ートにもふれ、考えを

広げさせる。 

 
 
 
 
 

 
展 
 
 
 
開 

２「修学旅行の夜」を読

んで話し合う。 
① 主人公の気持ちの変

化を押さえる。 
 
 
 
② 主人公が先生の言葉

から考えたことにつ

いて考える。 
 

 
 
〇班長の「わたし」が注意するのをやめて

おしゃべりの仲間に入っていったのはど

んな気持ちからでしょう。 
・修学旅行だから楽しもう。 
 
◎「わたしはなかなかねむれず･･･」とあり

ましたが、「わたし」はどんなことを考え

ていたのでしょう。 
・班長の私だけが悪いんじゃないのに。 
・楽しさのあまり迷惑をかけてしまった。 
・自由だと思っていたけれど、自分勝手な

行動だった。 
・私たちはとなりの部屋の友達の自由をう

ばっていたことになるのかな。 
 

 
 
・主人公の行動から、約

束が守れない要因を探

らせる。 
 

 

・約束を大事に思う気持

ちが強い児童に対して

は、「自由に楽しむこと

はいけないことなの

か」と投げかける。 
・主人公になって、自由

とは何かを考えさせ

る。 

 
 
終

末 

３ 本時を振り返り、本

当の自由について考

えをまとめる。 

〇本当の自由とはどのようなことだと思い

ますか。 
・本時の学習から考えた

ことを書かせる。 

・数名の児童に発表させ

自由の中に責任をもっ

た行動をとろうという

意欲を高める。 

 

主題名：みんなのものを大切に 【内容項目：規則の尊重】
資料名：黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省） 【実施学年：小学校２年生】

１ ねらい
学校や社会にあるきまりや約束を守ることの大切さに気づき、みんなが使うものを大切にしようとする

態度を育てる。

２ 資料について
本資料は公園で遊びに夢中になった二人の児童がベンチを汚してしまい、そこに座った女の子におばあ

さんが話しかける言葉から二人は「はっ」として顔を見合わせるという話である。女の子とおばあさんの

様子を見たとき二人がどのようなことを思ったのか、役割演技をさせること通して、みんなが使う物の使

い方についてしっかり考えさせたい。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １公共物や公共施設に ○みんなで使うものや場所には、どんなもの ・具体的にイメージをもた

入 ついて話し合う。 がありますか。 せ、関心を高める。

・ボール、ほうき、机、図書 、教室 、公園

２資料「黄色いベンチ」○ベンチに上がって紙飛行機を飛ばしている ・雨が降り続いていたことか

を読んで話し合う。 とき、二人はどのような気持ちだったので ら、早く外で遊びたい気持

しょう。 ちを想像させる。

展 ・高くよく飛ぶからうれしい。

・楽しい。 ・おもしろい。 ・役割演技を通して考えさせ

◎「はっ」と顔を見合わせた二人はどのよう る。

開 なことを考えたでしょうか。

・ぼくたちが上ったから汚してしまった。

・悪いことをしてしまった。

・叱られるかもしれない。

３自分の生活を振り返 ○みんなで使うものをどのように使えばよい ・「わたしたちの道徳」に記

終 って考える。 でしょう。 入させる。

末 ・次に使う人のことを考えて使う。

・大切に使う。

主題名：みんなのものを大切に 【内容項目：規則の尊重】
資料名：黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省） 【実施学年：小学校２年生】

１ ねらい
学校や社会にあるきまりや約束を守ることの大切さに気づき、みんなが使うものを大切にしようとする

態度を育てる。

２ 資料について
本資料は公園で遊びに夢中になった二人の児童がベンチを汚してしまい、そこに座った女の子におばあ

さんが話しかける言葉から二人は「はっ」として顔を見合わせるという話である。女の子とおばあさんの

様子を見たとき二人がどのようなことを思ったのか、役割演技をさせること通して、みんなが使う物の使

い方についてしっかり考えさせたい。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １公共物や公共施設に ○みんなで使うものや場所には、どんなもの ・具体的にイメージをもた

入 ついて話し合う。 がありますか。 せ、関心を高める。

・ボール、ほうき、机、図書 、教室 、公園

２資料「黄色いベンチ」○ベンチに上がって紙飛行機を飛ばしている ・雨が降り続いていたことか

を読んで話し合う。 とき、二人はどのような気持ちだったので ら、早く外で遊びたい気持

しょう。 ちを想像させる。

展 ・高くよく飛ぶからうれしい。

・楽しい。 ・おもしろい。 ・役割演技を通して考えさせ

◎「はっ」と顔を見合わせた二人はどのよう る。

開 なことを考えたでしょうか。

・ぼくたちが上ったから汚してしまった。

・悪いことをしてしまった。

・叱られるかもしれない。

３自分の生活を振り返 ○みんなで使うものをどのように使えばよい ・「わたしたちの道徳」に記

終 って考える。 でしょう。 入させる。

末 ・次に使う人のことを考えて使う。

・大切に使う。

主題名：みんなのものを大切に 【内容項目：規則の尊重】
資料名：黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省） 【実施学年：小学校２年生】

１ ねらい
学校や社会にあるきまりや約束を守ることの大切さに気づき、みんなが使うものを大切にしようとする

態度を育てる。

２ 資料について
本資料は公園で遊びに夢中になった二人の児童がベンチを汚してしまい、そこに座った女の子におばあ

さんが話しかける言葉から二人は「はっ」として顔を見合わせるという話である。女の子とおばあさんの

様子を見たとき二人がどのようなことを思ったのか、役割演技をさせること通して、みんなが使う物の使

い方についてしっかり考えさせたい。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １公共物や公共施設に ○みんなで使うものや場所には、どんなもの ・具体的にイメージをもた

入 ついて話し合う。 がありますか。 せ、関心を高める。

・ボール、ほうき、机、図書 、教室 、公園

２資料「黄色いベンチ」○ベンチに上がって紙飛行機を飛ばしている ・雨が降り続いていたことか

を読んで話し合う。 とき、二人はどのような気持ちだったので ら、早く外で遊びたい気持

しょう。 ちを想像させる。

展 ・高くよく飛ぶからうれしい。

・楽しい。 ・おもしろい。 ・役割演技を通して考えさせ

◎「はっ」と顔を見合わせた二人はどのよう る。

開 なことを考えたでしょうか。

・ぼくたちが上ったから汚してしまった。

・悪いことをしてしまった。

・叱られるかもしれない。

３自分の生活を振り返 ○みんなで使うものをどのように使えばよい ・「わたしたちの道徳」に記

終 って考える。 でしょう。 入させる。

末 ・次に使う人のことを考えて使う。

・大切に使う。

　 　　　　

導入は、主題への興味や関心を高め、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る

段階です。具体的には、本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入、教材の内容に興味や関心をもたせる導入な

どがあります。

展開は、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階です。児童生徒の実態と教材の特質を

押さえた発問などをしながら進め、教材に描かれている道徳的価値に対する児童一人一人の考え方や感じ方を生か

したり、物事を多面的・多角的に考えたり、児童生徒が自分との関わりで道徳的価値を理解したり、自己を見つめ

るなどの学習が深まるように留意しすることが大切です。

終末は、ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現することのよさや

難しさなどを確認したりして、今後の発展につなぐ段階です。

また、本教材を修学旅行後に取り上げることによって、価値の確認及び自己反省を促すことができます。

導 入

本時の主

題に関わる

問題意識を

もたせる導

入の工夫を

しました。

終 末

本時の学

習から考え

た「本当の

自由」につ

いて書かせ、

決意表明や

価値の押し

付けになら

ないように

注意しまし

た。

中心発問

最もねらいが達成できると考

え、「なかなか眠れない主人公

がどんなことを考えていたので

しょう。」を中心発問としまし

た。

修学旅行の夜を経験している

児童にとって、自由と自分勝手

の違いや自由に伴う責任の大き

さについて、自分との関わりで

考えることができました。

発 問

「約束・決ま

りだから」と

いう児童には、

補助発問等を

行い、多面

的・多角的に

考えられるよ

うにしました。

一つの主題を１単位時間で取り扱うことが一般的ですが、内容によっては複数の時間の関連を図った指導の工夫な

どを計画的に位置付けて行うことも考えられます。一つの主題を２単位時間にわたって指導し、道徳的価値の理解に

基づいて自己を見つめる学習を充実させる方法、重点的な指導を行う内容を複数の教材による指導と関連させて進め

る方法などが考えられます。

「特別の教科 道徳」の内容は、学年段階ごとに児童生徒の発達の段階等を踏まえて示されています。内容項目が

低学年、中学年、高学年、中学校において、それぞれどのように位置づけられているのかを捉えることが、当該学年

の効果的な指導につながります。Ｄ「よりよく生きる喜び」は、小学校第５学年及び第６学年に新設された内容項目

です。小学校からのつながりとともに、指導者の道徳的価値への深い理解が求められます。

２単位時間

本内容項目に

は多くの道徳的

要素が含まれて

います。

教材に描かれ

た二人の生き

方・考え方につ

いて深く考えさ

せるために、１

単位時間に一人

物を取り上げ、

各時間のねらい

を達成しつつ、

２単位時間のつ

ながりを十分考

慮した学習過程

としました。

中心発問

生徒がねら

いとする道徳

的価値につい

て、考えるこ

とができる発

問を工夫しま

した。

導 入

前時の学習内容を振

り返り、道信の生き

方を確認しました。

写真掲示

強さや気高

さを暗示する

フキノトウと

白百合を掲示

し、二人の弟

子が自分の弱

さや醜さに向

き合いながら、

人間として誇

りある生き方

をしようとす

る思いに気づ

かせるように

しました。

意見交流

多様な感じ方

や考え方に

よって学び合

うことができ

ました。

一 つ の 教 材 を 複 数 時 間 で 行 う 指 導自分自身の生活（道徳的体験）と重ね合わせて道徳的価値について考える学習　 　　　　

導入は、主題への興味や関心を高め、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る

段階です。具体的には、本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入、教材の内容に興味や関心をもたせる導入な

どがあります。

展開は、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階です。児童生徒の実態と教材の特質を

押さえた発問などをしながら進め、教材に描かれている道徳的価値に対する児童一人一人の考え方や感じ方を生か

したり、物事を多面的・多角的に考えたり、児童生徒が自分との関わりで道徳的価値を理解したり、自己を見つめ

るなどの学習が深まるように留意しすることが大切です。

終末は、ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現することのよさや

難しさなどを確認したりして、今後の発展につなぐ段階です。

また、本教材を修学旅行後に取り上げることによって、価値の確認及び自己反省を促すことができます。
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入の工夫を
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がどんなことを考えていたので

しょう。」を中心発問としまし

た。

修学旅行の夜を経験している

児童にとって、自由と自分勝手

の違いや自由に伴う責任の大き

さについて、自分との関わりで

考えることができました。

発 問

「約束・決ま

りだから」と

いう児童には、
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行い、多面

的・多角的に
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一つの主題を１単位時間で取り扱うことが一般的ですが、内容によっては複数の時間の関連を図った指導の工夫な

どを計画的に位置付けて行うことも考えられます。一つの主題を２単位時間にわたって指導し、道徳的価値の理解に

基づいて自己を見つめる学習を充実させる方法、重点的な指導を行う内容を複数の教材による指導と関連させて進め

る方法などが考えられます。

「特別の教科 道徳」の内容は、学年段階ごとに児童生徒の発達の段階等を踏まえて示されています。内容項目が

低学年、中学年、高学年、中学校において、それぞれどのように位置づけられているのかを捉えることが、当該学年

の効果的な指導につながります。Ｄ「よりよく生きる喜び」は、小学校第５学年及び第６学年に新設された内容項目

です。小学校からのつながりとともに、指導者の道徳的価値への深い理解が求められます。

２単位時間

本内容項目に

は多くの道徳的

要素が含まれて

います。

教材に描かれ

た二人の生き

方・考え方につ

いて深く考えさ

せるために、１

単位時間に一人

物を取り上げ、

各時間のねらい

を達成しつつ、

２単位時間のつ

ながりを十分考

慮した学習過程

としました。

中心発問

生徒がねら

いとする道徳

的価値につい

て、考えるこ

とができる発

問を工夫しま

した。

導 入

前時の学習内容を振

り返り、道信の生き

方を確認しました。

写真掲示

強さや気高

さを暗示する

フキノトウと

白百合を掲示

し、二人の弟

子が自分の弱

さや醜さに向

き合いながら、

人間として誇

りある生き方

をしようとす

る思いに気づ

かせるように

しました。

意見交流

多様な感じ方

や考え方に

よって学び合

うことができ

ました。

一 つ の 教 材 を 複 数 時 間 で 行 う 指 導自分自身の生活（道徳的体験）と重ね合わせて道徳的価値について考える学習　 　　　　

導入は、主題への興味や関心を高め、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る

段階です。具体的には、本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入、教材の内容に興味や関心をもたせる導入な

どがあります。

展開は、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階です。児童生徒の実態と教材の特質を

押さえた発問などをしながら進め、教材に描かれている道徳的価値に対する一人一人の考え方や感じ方を生かし、

物事を多面的・多角的に考えたり、児童生徒が自分との関わりで道徳的価値を理解したり、自己を見つめたりする

などの学習が深まるように留意することが大切です。

終末は、ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現することのよさや

難しさなどを確認したりして、今後の発展につなぐ段階です。

本教材については、修学旅行後に取り上げることによって、価値の確認及び自己反省を促すことができます。

導 入

本時の主

題に関わる

問題意識を

もたせる導

入の工夫を

しました。

終 末

本時の学

習から考え

た「本当の

自由」につ

いて書かせ、

決意表明や

価値の押し

付けになら

ないように

注意しまし

た。

中心発問

最もねらいが達成できると考

え、「なかなか眠れない主人公

がどんなことを考えていたので

しょう。」を中心発問としまし

た。

修学旅行の夜を経験している

児童にとって、自由と自分勝手

の違いや自由に伴う責任の大き

さについて、自分との関わりで

考えることができました。

発 問

「約束・決ま

りだから」と

いう児童には、

補助発問等を

行い、多面

的・多角的に

考えられるよ

うにしました。

一つの主題を１単位時間で取り扱うことが一般的ですが、内容によっては複数の時間の関連を図った指導の工夫な

どを計画的に位置付けて行うことも考えられます。一つの主題を２単位時間にわたって指導し、道徳的価値の理解に

基づいて自己を見つめる学習を充実させる方法、重点的な指導を行う内容を複数の教材による指導と関連させて進め

る方法などが考えられます。

「特別の教科 道徳」の内容は、学年段階ごとに児童生徒の発達の段階等を踏まえて示されています。内容項目が

低学年、中学年、高学年、中学校において、それぞれどのように位置付けられているのかを捉えることが、当該学年

の効果的な指導につながります。Ｄ「よりよく生きる喜び」は、小学校第５学年及び第６学年に新設された内容項目

です。小学校からのつながりとともに、指導者の道徳的価値への深い理解が求められます。

２単位時間

本内容項目に

は多くの道徳的

要素が含まれて

います。

教材に描かれ

た二人の生き

方・考え方につ

いて深く考えさ

せるために、１

単位時間に一人

物を取り上げ、

各時間のねらい

を達成しつつ、

２単位時間のつ

ながりを十分考

慮した学習過程

としました。

中心発問

生徒がねら

いとする道徳

的価値につい

て、考えるこ

とができる発

問を工夫しま

した。

導 入

前時の学習内容を振

り返り、道信の生き

方を確認しました。

写真掲示

強さや気高

さを暗示する

フキノトウと

白百合を掲示

し、二人の弟

子が自分の弱

さや醜さに向

き合いながら、

人間として誇

りある生き方

をしようとす

る思いに気付

かせるように

しました。

意見交流

多様な感じ方

や考え方に

よって学び合

うことができ

ました。

一 つ の 教 材 を 複 数 時 間 で 行 う 指 導自分自身の生活（道徳的体験）と重ね合わせて道徳的価値について考える学習

・本当の自由じゃなかったんだな。

　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教職員が共通理解、共通実践

するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。

5

実施学年
小学校６年生

主題名　自律的な生活　内容項目：Ａ－（１）善悪の判断 , 自律 , 自由と責任
資料名　修学旅行の夜（「明日をめざして」東京書籍）

「約束・決ま

りだから」と

いう児童には、

補助発問等を

行い、多面的・

多角的に考え

られるように

しました。

3



 

１ ねらい 
 再会した旧友道信を受け入れることができず、さらに上人様の考えに納得できずに悩む智行の姿を通して、自分 
を見つめ、弱さや醜さを克服し、人間として強く気高く生きることに喜びを見いだそうとする道徳的態度を育てる。 
 
２ 資料について 
 資料には二人の弟子それぞれの生き方が描かれている。道信は、人間としての弱さの現れである「気まぐれ・無計

画・怠け心」などの自分の好き勝手に生きてきた後、失望の中で見つけた「フキノトウ」のあり様から、もう一度頑

張って生きてみたいと再出発する。自己の困難や失敗を乗り越え、人間として強く生きようとする人生への前向きな

姿である。そして、辛抱強く頑張ってきた智行は、挫折した旧友道信のことを認めることができず思い悩む。また、

道信を許した寛容であり崇高な上人様の道徳心を感じるとともに、「白百合」のあり様を通して、智行は人間として常

に自分を見つめ、向上しながら充実した人生を目指し、生きることに喜びを見いだそうとする。また、上人様の言葉

から、二人の弟子がよりよく生きようとする姿も想像できる。生徒にとって「生きる喜び」について深く考えること

ができる資料である。 
 
３ 展開 

※「◎」は中心発問 「・」は生徒の発言、反応等 
 学習活動 主な発問と生徒の反応 指導上の留意点 
導

入 
１前時の主人公「道信」に

ついて振り返る。 
＜フキノトウ写真掲示＞ 

○道信は、どのような生き方をした人でしたか。 
・好き勝手な生活 ・失望する 
・もう一度やり直す決心をした 

・前時学習内容を振り返り、道信の生

き方を確認する。 

 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
開 

２戻ってきた道信に対し

ての智行の心情を考え

る。 
 
 
 
３上人様が道信を許した

ことについて考える。 
 
 
 
４上人様の言葉に納得で

きなかった智行の道徳

的変化を考える。 
＜白百合写真掲示＞ 

［グループ活動］ 
＜ワークシート１＞ 

○智行は、道信が寺に戻ってきたとき彼をどの

ように思っていたのだろう。 
・途中で修行を投げ出すほどの弱い人だ。 
・何があったか知らないが、なぜ今頃この寺に

戻ってきたのだろう。 
・よほどのことがあったにちがいない。 
○上人様が道信を許したことを智行はどのよう

に思ったのだろう。 
・一度修行を投げ出した弟子を許すはずがない。 
・道信を許すなら、厳しい修行をしてきた私は

たまったものじゃない。 
◎輝く白百合をいつまでも見ながら、智行はど

のようなことを考えていたのだろう。 

・道信を受け入れられない自分は何て醜いのだ

ろう。 
・修行以上の苦労を重ねてきた友を見下してい

る自分は、まだまだ人として未熟である。 
・まだまだ上人様の足元にも及ばない自分が情

けない。 

・智行自身の中の人間の弱さや醜さに

ついてしっかり考えさせるととも

に、他の生徒の考えにも気づかせ

る。 
 
 
・上人様が許すはずもないと、智行自

身の人間としての未熟さを理解さ

せるとともに、人間としてのうがっ

た見方をしていることに気づかせ

る。 
・人として崇高な生き方・考え方がで

きる上人様から智行が学んだこと

を深く考えさせるとともに、白百合

のあり様から学んだ智行のよりよ

く生きる姿勢を理解させる。 
［グループ活動］ 
・生徒同士による意見交流を大切にす

る。 
 
終 
末 

５上人様の言葉の意味を

考える。 
＜ワークシート２＞ 

○「人は皆、自分自身と向き合って生きていか

ねばならないのだ。」という上人様の言葉にど

のような思いが込められているのだろうか。 

・本時と前時の授業を振り返りながら

自分の考えを書かせる。 
・机間を周り記述を確認し、数名の生

徒の感想を簡潔に紹介する。 
 

主題名：生きる喜び 

資料名：二人の弟子（「私たちの道徳」文部科学省） 

【内容項目：よりよく生きる喜び】 

【実施学年：中学校２年生】 

実施学年
中学校２年生

主題名　生きる喜び　内容項目：Ｄ－（22）よりよく生きる喜び
資料名　二人の弟子（「私たちの道徳」文部科学省）主題名：みんなのものを大切に 【内容項目：規則の尊重】

資料名：黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省） 【実施学年：小学校２年生】

１ ねらい
学校や社会にあるきまりや約束を守ることの大切さに気づき、みんなが使うものを大切にしようとする

態度を育てる。

２ 資料について
本資料は公園で遊びに夢中になった二人の児童がベンチを汚してしまい、そこに座った女の子におばあ

さんが話しかける言葉から二人は「はっ」として顔を見合わせるという話である。女の子とおばあさんの

様子を見たとき二人がどのようなことを思ったのか、役割演技をさせること通して、みんなが使う物の使

い方についてしっかり考えさせたい。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １公共物や公共施設に ○みんなで使うものや場所には、どんなもの ・具体的にイメージをもた

入 ついて話し合う。 がありますか。 せ、関心を高める。

・ボール、ほうき、机、図書 、教室 、公園

２資料「黄色いベンチ」○ベンチに上がって紙飛行機を飛ばしている ・雨が降り続いていたことか

を読んで話し合う。 とき、二人はどのような気持ちだったので ら、早く外で遊びたい気持

しょう。 ちを想像させる。

展 ・高くよく飛ぶからうれしい。

・楽しい。 ・おもしろい。 ・役割演技を通して考えさせ

◎「はっ」と顔を見合わせた二人はどのよう る。

開 なことを考えたでしょうか。

・ぼくたちが上ったから汚してしまった。

・悪いことをしてしまった。

・叱られるかもしれない。

３自分の生活を振り返 ○みんなで使うものをどのように使えばよい ・「わたしたちの道徳」に記

終 って考える。 でしょう。 入させる。

末 ・次に使う人のことを考えて使う。

・大切に使う。

主題名：みんなのものを大切に 【内容項目：規則の尊重】
資料名：黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省） 【実施学年：小学校２年生】

１ ねらい
学校や社会にあるきまりや約束を守ることの大切さに気づき、みんなが使うものを大切にしようとする

態度を育てる。

２ 資料について
本資料は公園で遊びに夢中になった二人の児童がベンチを汚してしまい、そこに座った女の子におばあ

さんが話しかける言葉から二人は「はっ」として顔を見合わせるという話である。女の子とおばあさんの

様子を見たとき二人がどのようなことを思ったのか、役割演技をさせること通して、みんなが使う物の使

い方についてしっかり考えさせたい。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １公共物や公共施設に ○みんなで使うものや場所には、どんなもの ・具体的にイメージをもた

入 ついて話し合う。 がありますか。 せ、関心を高める。

・ボール、ほうき、机、図書 、教室 、公園

２資料「黄色いベンチ」○ベンチに上がって紙飛行機を飛ばしている ・雨が降り続いていたことか

を読んで話し合う。 とき、二人はどのような気持ちだったので ら、早く外で遊びたい気持

しょう。 ちを想像させる。

展 ・高くよく飛ぶからうれしい。

・楽しい。 ・おもしろい。 ・役割演技を通して考えさせ

◎「はっ」と顔を見合わせた二人はどのよう る。

開 なことを考えたでしょうか。

・ぼくたちが上ったから汚してしまった。

・悪いことをしてしまった。

・叱られるかもしれない。

３自分の生活を振り返 ○みんなで使うものをどのように使えばよい ・「わたしたちの道徳」に記

終 って考える。 でしょう。 入させる。

末 ・次に使う人のことを考えて使う。

・大切に使う。

主題名：みんなのものを大切に 【内容項目：規則の尊重】
資料名：黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省） 【実施学年：小学校２年生】

１ ねらい
学校や社会にあるきまりや約束を守ることの大切さに気づき、みんなが使うものを大切にしようとする

態度を育てる。

２ 資料について
本資料は公園で遊びに夢中になった二人の児童がベンチを汚してしまい、そこに座った女の子におばあ

さんが話しかける言葉から二人は「はっ」として顔を見合わせるという話である。女の子とおばあさんの

様子を見たとき二人がどのようなことを思ったのか、役割演技をさせること通して、みんなが使う物の使

い方についてしっかり考えさせたい。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １公共物や公共施設に ○みんなで使うものや場所には、どんなもの ・具体的にイメージをもた

入 ついて話し合う。 がありますか。 せ、関心を高める。

・ボール、ほうき、机、図書 、教室 、公園

２資料「黄色いベンチ」○ベンチに上がって紙飛行機を飛ばしている ・雨が降り続いていたことか

を読んで話し合う。 とき、二人はどのような気持ちだったので ら、早く外で遊びたい気持

しょう。 ちを想像させる。

展 ・高くよく飛ぶからうれしい。

・楽しい。 ・おもしろい。 ・役割演技を通して考えさせ

◎「はっ」と顔を見合わせた二人はどのよう る。

開 なことを考えたでしょうか。

・ぼくたちが上ったから汚してしまった。

・悪いことをしてしまった。

・叱られるかもしれない。

３自分の生活を振り返 ○みんなで使うものをどのように使えばよい ・「わたしたちの道徳」に記

終 って考える。 でしょう。 入させる。

末 ・次に使う人のことを考えて使う。

・大切に使う。

　 　　　　

導入は、主題への興味や関心を高め、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る

段階です。具体的には、本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入、教材の内容に興味や関心をもたせる導入な

どがあります。

展開は、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階です。児童生徒の実態と教材の特質を

押さえた発問などをしながら進め、教材に描かれている道徳的価値に対する児童一人一人の考え方や感じ方を生か

したり、物事を多面的・多角的に考えたり、児童生徒が自分との関わりで道徳的価値を理解したり、自己を見つめ

るなどの学習が深まるように留意しすることが大切です。

終末は、ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現することのよさや

難しさなどを確認したりして、今後の発展につなぐ段階です。

また、本教材を修学旅行後に取り上げることによって、価値の確認及び自己反省を促すことができます。

導 入

本時の主

題に関わる

問題意識を

もたせる導

入の工夫を

しました。

終 末

本時の学

習から考え

た「本当の

自由」につ

いて書かせ、

決意表明や

価値の押し

付けになら

ないように

注意しまし

た。

中心発問

最もねらいが達成できると考

え、「なかなか眠れない主人公

がどんなことを考えていたので

しょう。」を中心発問としまし

た。

修学旅行の夜を経験している

児童にとって、自由と自分勝手

の違いや自由に伴う責任の大き

さについて、自分との関わりで

考えることができました。

発 問

「約束・決ま

りだから」と

いう児童には、

補助発問等を

行い、多面

的・多角的に

考えられるよ

うにしました。

一つの主題を１単位時間で取り扱うことが一般的ですが、内容によっては複数の時間の関連を図った指導の工夫な

どを計画的に位置付けて行うことも考えられます。一つの主題を２単位時間にわたって指導し、道徳的価値の理解に

基づいて自己を見つめる学習を充実させる方法、重点的な指導を行う内容を複数の教材による指導と関連させて進め

る方法などが考えられます。

「特別の教科 道徳」の内容は、学年段階ごとに児童生徒の発達の段階等を踏まえて示されています。内容項目が

低学年、中学年、高学年、中学校において、それぞれどのように位置づけられているのかを捉えることが、当該学年

の効果的な指導につながります。Ｄ「よりよく生きる喜び」は、小学校第５学年及び第６学年に新設された内容項目

です。小学校からのつながりとともに、指導者の道徳的価値への深い理解が求められます。

２単位時間

本内容項目に

は多くの道徳的

要素が含まれて

います。

教材に描かれ

た二人の生き

方・考え方につ

いて深く考えさ

せるために、１

単位時間に一人

物を取り上げ、

各時間のねらい

を達成しつつ、

２単位時間のつ

ながりを十分考

慮した学習過程

としました。

中心発問

生徒がねら

いとする道徳

的価値につい

て、考えるこ

とができる発

問を工夫しま

した。

導 入

前時の学習内容を振

り返り、道信の生き

方を確認しました。

写真掲示

強さや気高

さを暗示する

フキノトウと

白百合を掲示

し、二人の弟

子が自分の弱

さや醜さに向

き合いながら、

人間として誇

りある生き方

をしようとす

る思いに気づ

かせるように

しました。

意見交流

多様な感じ方

や考え方に

よって学び合

うことができ

ました。

一 つ の 教 材 を 複 数 時 間 で 行 う 指 導自分自身の生活（道徳的体験）と重ね合わせて道徳的価値について考える学習　 　　　　

導入は、主題への興味や関心を高め、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る

段階です。具体的には、本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入、教材の内容に興味や関心をもたせる導入な

どがあります。

展開は、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階です。児童生徒の実態と教材の特質を

押さえた発問などをしながら進め、教材に描かれている道徳的価値に対する児童一人一人の考え方や感じ方を生か

したり、物事を多面的・多角的に考えたり、児童生徒が自分との関わりで道徳的価値を理解したり、自己を見つめ

るなどの学習が深まるように留意しすることが大切です。

終末は、ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現することのよさや

難しさなどを確認したりして、今後の発展につなぐ段階です。

また、本教材を修学旅行後に取り上げることによって、価値の確認及び自己反省を促すことができます。

導 入

本時の主

題に関わる

問題意識を

もたせる導

入の工夫を

しました。

終 末

本時の学

習から考え

た「本当の

自由」につ

いて書かせ、

決意表明や

価値の押し

付けになら

ないように

注意しまし

た。

中心発問

最もねらいが達成できると考

え、「なかなか眠れない主人公

がどんなことを考えていたので

しょう。」を中心発問としまし

た。

修学旅行の夜を経験している

児童にとって、自由と自分勝手

の違いや自由に伴う責任の大き

さについて、自分との関わりで

考えることができました。

発 問

「約束・決ま

りだから」と

いう児童には、

補助発問等を

行い、多面

的・多角的に

考えられるよ

うにしました。

一つの主題を１単位時間で取り扱うことが一般的ですが、内容によっては複数の時間の関連を図った指導の工夫な

どを計画的に位置付けて行うことも考えられます。一つの主題を２単位時間にわたって指導し、道徳的価値の理解に

基づいて自己を見つめる学習を充実させる方法、重点的な指導を行う内容を複数の教材による指導と関連させて進め

る方法などが考えられます。

「特別の教科 道徳」の内容は、学年段階ごとに児童生徒の発達の段階等を踏まえて示されています。内容項目が

低学年、中学年、高学年、中学校において、それぞれどのように位置づけられているのかを捉えることが、当該学年

の効果的な指導につながります。Ｄ「よりよく生きる喜び」は、小学校第５学年及び第６学年に新設された内容項目

です。小学校からのつながりとともに、指導者の道徳的価値への深い理解が求められます。

２単位時間

本内容項目に

は多くの道徳的

要素が含まれて

います。

教材に描かれ

た二人の生き

方・考え方につ

いて深く考えさ

せるために、１

単位時間に一人

物を取り上げ、

各時間のねらい

を達成しつつ、

２単位時間のつ

ながりを十分考

慮した学習過程

としました。

中心発問

生徒がねら

いとする道徳

的価値につい

て、考えるこ

とができる発

問を工夫しま

した。

導 入

前時の学習内容を振

り返り、道信の生き

方を確認しました。

写真掲示

強さや気高

さを暗示する

フキノトウと

白百合を掲示

し、二人の弟

子が自分の弱

さや醜さに向

き合いながら、

人間として誇

りある生き方

をしようとす

る思いに気づ

かせるように

しました。

意見交流

多様な感じ方

や考え方に

よって学び合

うことができ

ました。

一 つ の 教 材 を 複 数 時 間 で 行 う 指 導自分自身の生活（道徳的体験）と重ね合わせて道徳的価値について考える学習　 　　　　

導入は、主題への興味や関心を高め、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る

段階です。具体的には、本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入、教材の内容に興味や関心をもたせる導入な

どがあります。

展開は、ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階です。児童生徒の実態と教材の特質を

押さえた発問などをしながら進め、教材に描かれている道徳的価値に対する一人一人の考え方や感じ方を生かし、

物事を多面的・多角的に考えたり、児童生徒が自分との関わりで道徳的価値を理解したり、自己を見つめたりする

などの学習が深まるように留意することが大切です。

終末は、ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現することのよさや

難しさなどを確認したりして、今後の発展につなぐ段階です。

本教材については、修学旅行後に取り上げることによって、価値の確認及び自己反省を促すことができます。

導 入
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しょう。」を中心発問としまし

た。

修学旅行の夜を経験している

児童にとって、自由と自分勝手

の違いや自由に伴う責任の大き

さについて、自分との関わりで
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発 問

「約束・決ま
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た二人の生き
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せるために、１

単位時間に一人

物を取り上げ、

各時間のねらい

を達成しつつ、

２単位時間のつ

ながりを十分考

慮した学習過程
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生徒がねら

いとする道徳

的価値につい
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とができる発

問を工夫しま

した。

導 入

前時の学習内容を振

り返り、道信の生き

方を確認しました。

写真掲示

強さや気高

さを暗示する

フキノトウと

白百合を掲示

し、二人の弟

子が自分の弱

さや醜さに向

き合いながら、

人間として誇

りある生き方

をしようとす

る思いに気付

かせるように
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主題名：みんなのものを大切に 【内容項目：規則の尊重】
資料名：黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省） 【実施学年：小学校２年生】

１ ねらい
学校や社会にあるきまりや約束を守ることの大切さに気づき、みんなが使うものを大切にしようとする

態度を育てる。

２ 資料について
本資料は公園で遊びに夢中になった二人の児童がベンチを汚してしまい、そこに座った女の子におばあ

さんが話しかける言葉から二人は「はっ」として顔を見合わせるという話である。女の子とおばあさんの

様子を見たとき二人がどのようなことを思ったのか、役割演技をさせること通して、みんなが使う物の使

い方についてしっかり考えさせたい。

３ 展開 ※「◎」は中心発問 「・」は児童の発言、反応等

学習活動 主な発問と児童の反応 指導上の留意点

導 １公共物や公共施設に ○みんなで使うものや場所には、どんなもの ・具体的にイメージをもた

入 ついて話し合う。 がありますか。 せ、関心を高める。

・ボール、ほうき、机、図書 、教室 、公園

２資料「黄色いベンチ」○ベンチに上がって紙飛行機を飛ばしている ・雨が降り続いていたことか

を読んで話し合う。 とき、二人はどのような気持ちだったので ら、早く外で遊びたい気持

しょう。 ちを想像させる。

展 ・高くよく飛ぶからうれしい。

・楽しい。 ・おもしろい。 ・役割演技を通して考えさせ

◎「はっ」と顔を見合わせた二人はどのよう る。

開 なことを考えたでしょうか。

・ぼくたちが上ったから汚してしまった。

・悪いことをしてしまった。

・叱られるかもしれない。

３自分の生活を振り返 ○みんなで使うものをどのように使えばよい ・「わたしたちの道徳」に記

終 って考える。 でしょう。 入させる。

末 ・次に使う人のことを考えて使う。

・大切に使う。
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「 特 別 の 教 科 道 徳 」 の 評 価 に つ い て
【評価の意義】

児童生徒が自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくものであり、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実

に取り組むためのもの。

【評価の方向性】
○ 数値による評価ではなく、記述式とすること。

○ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。

○ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個

人内評価として行うこと。

○ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか（自分と違う意見を理解しようとし

ている、複数の道徳的価値の対立する場面を多面的・多角的に考えようとしている等）、道徳的価値の理解を自分自

身との関わりの中で深めているか （読み物教材の登場人物を自分に置き換えて具体的に理解しようとしている、道

徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え考えようとしている等）といった点を重視すること。

指導要録には、一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について、発言や会話、作文・感想文や

ノートなどを通じて、特に顕著と認められる具体的な状況を記述する。
【記入例】・疑似体験をとおして、読み物教材の登場人物になりきって、みんなで使う場所の使い方について考えていた。

・公園や学校などの公共の場を想起しながら、どんなことに気をつけながら使えばよいかを考え、友達と話し合っていた。

・読み物教材を読んで、みんなで使う場所の使い方について、自分の経験と結び付けて考えられるようになった。

○ 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにすること。

表現活動の方法には、発表したり書いたりすることのほかに、児童生徒に特定の役割を与えて即興的に演技する役

割演技（教材に書かれていないところを演じる）の工夫、動きや言葉を模倣して理解を深める動作化（教材に書いて

いるところを演じる）の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、表情などで自分の考えを表現する工夫など

があります。活動そのものを目的として行うのではなく、活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについ

て考えを深めるようにすることが重要です。

役割演技

疑似体験的な表現活動を取り入れ

ることによって、児童は登場人物に

なりきって考えることができました。

役割演技の生かし方

演じた児童だけではなく、全

児童に自分のこととして考えさ

せるために、まず、見ていた児

童に、「二人はどんなことを考

えたかな。」と投げかけ発言さ

せた後、「どうだった。」と演

役 割 演 技 な ど の 表 現 活 動 を 取 り 入 れ た 指 導
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いるところを演じる）の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、表情などで自分の考えを表現する工夫など

があります。活動そのものを目的として行うのではなく、活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについ
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童に、「二人はどんなことを考

えたかな。」と投げかけ発言さ

せた後、「どうだった。」と演

役 割 演 技 な ど の 表 現 活 動 を 取 り 入 れ た 指 導

　

      　

「 特 別 の 教 科 道 徳 」 の 評 価 と は
【評価の意義】

児童生徒が自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくものであり、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実

に取り組むためのもの。

【評価の方向性】
○ 数値による評価ではなく、記述式とすること。

○ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。

○ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個

人内評価として行うこと。

○ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか（自分と違う意見を理解しようとし

ている、複数の道徳的価値の対立する場面を多面的・多角的に考えようとしている等）、道徳的価値の理解を自分自

身との関わりの中で深めているか （読み物教材の登場人物を自分に置き換えて具体的に理解しようとしている、道

徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え考えようとしている等）といった点を重視すること。

指導要録には、一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について、発言や会話、作文・感想文や

ノートなどを通じて、特に顕著と認められる具体的な状況を記述する。
【記入例】・疑似体験をとおして、読み物教材の登場人物になりきって、みんなで使う場所の使い方について考えていた。

・公園や学校などの公共の場を想起しながら、どんなことに気をつけながら使えばよいかを考え、友達と話し合っていた。

・読み物教材を読んで、みんなで使う場所の使い方について、自分の経験と結び付けて考えられるようになった。

○ 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにすること。

表現活動の方法には、発表したり書いたりすることのほかに、児童生徒に特定の役割を与えて即興的に演技する役

割演技（教材に書かれていないところを演じる）の工夫、動きや言葉を模倣して理解を深める動作化（教材に書いて

いるところを演じる）の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、表情などで自分の考えを表現する工夫など

があります。活動そのものを目的として行うのではなく、活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについ

て考えを深めるようにすることが重要です。

役割演技

疑似体験的な表現活動を取り入れ

ることによって、児童は登場人物に

なりきって考えることができました。

役割演技の生かし方

演じた児童だけではなく、全

児童に自分のこととして考えさ

せるために、まず、見ていた児

童に、「二人はどんなことを考

えたかな。」と投げかけ発言さ

せた後、「どうだった。」と演

役 割 演 技 な ど の 表 現 活 動 を 取 り 入 れ た 指 導

　

      　

「 特 別 の 教 科 道 徳 」 の 評 価 に つ い て
【評価の意義】

児童生徒が自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくものであり、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実

に取り組むためのもの。

【評価の方向性】
○ 数値による評価ではなく、記述式とすること。

○ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。

○ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個

人内評価として行うこと。

○ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか（自分と違う意見を理解しようとし

ている、複数の道徳的価値の対立する場面を多面的・多角的に考えようとしている等）、道徳的価値の理解を自分自

身との関わりの中で深めているか （読み物教材の登場人物を自分に置き換えて具体的に理解しようとしている、道

徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え考えようとしている等）といった点を重視すること。

指導要録には、一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について、発言や会話、作文・感想文や

ノートなどを通じて、特に顕著と認められる具体的な状況を記述する。
【記入例】・疑似体験をとおして、読み物教材の登場人物になりきって、みんなで使う場所の使い方について考えていた。

・公園や学校などの公共の場を想起しながら、どんなことに気をつけながら使えばよいかを考え、友達と話し合っていた。

・読み物教材を読んで、みんなで使う場所の使い方について、自分の経験と結び付けて考えられるようになった。

○ 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにすること。

表現活動の方法には、発表したり書いたりすることのほかに、児童生徒に特定の役割を与えて即興的に演技する役

割演技（教材に書かれていないところを演じる）の工夫、動きや言葉を模倣して理解を深める動作化（教材に書いて

いるところを演じる）の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、表情などで自分の考えを表現する工夫など

があります。活動そのものを目的として行うのではなく、活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについ

て考えを深めるようにすることが重要です。

役割演技

疑似体験的な表現活動を取り入れ

ることによって、児童は登場人物に

なりきって考えることができました。

役割演技の生かし方

演じた児童だけではなく、全

児童に自分のこととして考えさ

せるために、まず、見ていた児

童に、「二人はどんなことを考

えたかな。」と投げかけ発言さ

せた後、「どうだった。」と演

役 割 演 技 な ど の 表 現 活 動 を 取 り 入 れ た 指 導

　

      　

「 特 別 の 教 科 道 徳 」 の 評 価 に つ い て
【評価の意義】

児童生徒が自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくものであり、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実

に取り組むためのもの。

【評価の方向性】
○ 数値による評価ではなく、記述式とすること。

○ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。

○ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個

人内評価として行うこと。

○ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか（自分と違う意見を理解しようとし

ている、複数の道徳的価値の対立する場面を多面的・多角的に考えようとしている等）、道徳的価値の理解を自分自

身との関わりの中で深めているか （読み物教材の登場人物を自分に置き換えて具体的に理解しようとしている、道

徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え考えようとしている等）といった点を重視すること。

指導要録には、一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について、発言や会話、作文・感想文や

ノートなどを通じて、特に顕著と認められる具体的な状況を記述する。
【記入例】・疑似体験をとおして、読み物教材の登場人物になりきって、みんなで使う場所の使い方について考えていた。

・公園や学校などの公共の場を想起しながら、どんなことに気をつけながら使えばよいかを考え、友達と話し合っていた。

・読み物教材を読んで、みんなで使う場所の使い方について、自分の経験と結び付けて考えられるようになった。

○ 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにすること。

表現活動の方法には、発表したり書いたりすることのほかに、児童生徒に特定の役割を与えて即興的に演技する役

割演技（教材に書かれていないところを演じる）の工夫、動きや言葉を模倣して理解を深める動作化（教材に書いて

いるところを演じる）の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、表情などで自分の考えを表現する工夫など

があります。活動そのものを目的として行うのではなく、活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについ

て考えを深めるようにすることが重要です。

役割演技

疑似体験的な表現活動を取り入れ

ることによって、児童は登場人物に

なりきって考えることができました。

役割演技の生かし方

演じた児童だけではなく、全

児童に自分のこととして考えさ

せるために、まず、見ていた児

童に、「二人はどんなことを考

えたかな。」と投げかけ発言さ

せた後、「どうだった。」と演

役 割 演 技 な ど の 表 現 活 動 を 取 り 入 れ た 指 導

　

      　

「 特 別 の 教 科 道 徳 」 の 評 価 に つ い て
【評価の意義】

児童生徒が自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくものであり、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実

に取り組むためのもの。

【評価の方向性】
○ 数値による評価ではなく、記述式とすること。

○ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。

○ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個

人内評価として行うこと。

○ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか（自分と違う意見を理解しようとし

ている、複数の道徳的価値の対立する場面を多面的・多角的に考えようとしている等）、道徳的価値の理解を自分自

身との関わりの中で深めているか （読み物教材の登場人物を自分に置き換えて具体的に理解しようとしている、道

徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え考えようとしている等）といった点を重視すること。

指導要録には、一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について、発言や会話、作文・感想文や

ノートなどを通じて、特に顕著と認められる具体的な状況を記述する。
【記入例】・疑似体験をとおして、読み物教材の登場人物になりきって、みんなで使う場所の使い方について考えていた。

・公園や学校などの公共の場を想起しながら、どんなことに気をつけながら使えばよいかを考え、友達と話し合っていた。

・読み物教材を読んで、みんなで使う場所の使い方について、自分の経験と結び付けて考えられるようになった。

○ 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにすること。

表現活動の方法には、発表したり書いたりすることのほかに、児童生徒に特定の役割を与えて即興的に演技する役

割演技（教材に書かれていないところを演じる）の工夫、動きや言葉を模倣して理解を深める動作化（教材に書いて

いるところを演じる）の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、表情などで自分の考えを表現する工夫など

があります。活動そのものを目的として行うのではなく、活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについ

て考えを深めるようにすることが重要です。

役割演技

疑似体験的な表現活動を取り入れ

ることによって、児童は登場人物に

なりきって考えることができました。

役割演技の生かし方

演じた児童だけではなく、全

児童に自分のこととして考えさ

せるために、まず、見ていた児

童に、「二人はどんなことを考

えたかな。」と投げかけ発言さ

せた後、「どうだった。」と演

役 割 演 技 な ど の 表 現 活 動 を 取 り 入 れ た 指 導

　

      　

「 特 別 の 教 科 道 徳 」 の 評 価 に つ い て
【評価の意義】

児童生徒が自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくものであり、教師が目標や計画、指導方法の改善・充実

に取り組むためのもの。

【評価の方向性】
○ 数値による評価ではなく、記述式とすること。

○ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。

○ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個

人内評価として行うこと。

○ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか（自分と違う意見を理解しようとし

ている、複数の道徳的価値の対立する場面を多面的・多角的に考えようとしている等）、道徳的価値の理解を自分自

身との関わりの中で深めているか （読み物教材の登場人物を自分に置き換えて具体的に理解しようとしている、道

徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え考えようとしている等）といった点を重視すること。

指導要録には、一人一人の児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子について、発言や会話、作文・感想文や

ノートなどを通じて、特に顕著と認められる具体的な状況を記述する。
【記入例】・疑似体験をとおして、読み物教材の登場人物になりきって、みんなで使う場所の使い方について考えていた。

・公園や学校などの公共の場を想起しながら、どんなことに気をつけながら使えばよいかを考え、友達と話し合っていた。

・読み物教材を読んで、みんなで使う場所の使い方について、自分の経験と結び付けて考えられるようになった。

○ 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにすること。

表現活動の方法には、発表したり書いたりすることのほかに、児童生徒に特定の役割を与えて即興的に演技する役

割演技（教材に書かれていないところを演じる）の工夫、動きや言葉を模倣して理解を深める動作化（教材に書いて

いるところを演じる）の工夫、音楽、所作、その場に応じた身のこなし、表情などで自分の考えを表現する工夫など

があります。活動そのものを目的として行うのではなく、活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについ

て考えを深めるようにすることが重要です。

役割演技

疑似体験的な表現活動を取り入れ

ることによって、児童は登場人物に

なりきって考えることができました。

役割演技の生かし方

演じた児童だけではなく、全

児童に自分のこととして考えさ

せるために、まず、見ていた児

童に、「二人はどんなことを考

えたかな。」と投げかけ発言さ

せた後、「どうだった。」と演

役 割 演 技 な ど の 表 現 活 動 を 取 り 入 れ た 指 導　　　　　　　　　   

道徳教育の全体計画は、学校長の方針の下、全教職員が共通理解、共通実践

するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。
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するための指針です。各学校においては、自校の実情、児童生徒の実態等に即

した独自の全体計画を作成することが重要です。

別 葉

（道徳教育に関わる内容・時期を示した例）

全体計画の

別葉を作成

年間指導計画

道徳教育の重点目標や各学年の重

点項目と学校の教育活動が、どの

ように関連し展開されるのか を示

します。

道徳教育

全体計画

道徳教育の目標

学校としてどのような児童生徒を育成

したいのかを明らかにし、道徳教育の重

点目標を明確にします。

家庭や地域社会との連携

道徳教育の充実のために家庭や地域

の人々の積極的な参加や協力を得たり

するなど、家庭や地域社会との共通理

解を深め、相互の連携を図ることが大

切です。

学校の重点目標に関わる内容項目

学習指導要領解説 特別の教科 道徳編には、年間指導計画の内容として以下のことが示されています。

（１）各学年の基本方針

（２）各学年の年間にわたる指導の概要

①指導の時期 ②主題名 ③ねらい ④教材 ⑤主題構成の理由

⑥学習指導過程と指導の方法 ⑦他の教育活動等における道徳教育との関連 ⑧その他

※「特別の教科 道徳」の指導の時期、主題名、ねらい及び教材を一覧にした配列表だけでは年間指導計画と

して機能しにくいので、学習指導過程等を含む各時間の指導の概要がわかるものを加えることが求められてい

ます。
各教科、総合的な学習の時間、特別活

動、外国語活動における指導の方針

全教職員で進める道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画 各教科等の特質に応じた道徳教育の充実が求められています。学校の重点

目標に関わる内容項目を意識し、教育活動全体を通じて意図的、計画的に

道徳教育が展開されるよう工夫が必要です。

各学年段階の内容項目については、相当する各学年においてすべて取り上げます。その際、児

童生徒の発達の段階や学校の実態に応じ、重点的な指導や内容項目の関連を密にした指導、一つ

の内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫が大切です。
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実施学年
小学校２年生

主題名　みんなのものを大切に　内容項目：Ｃ－（10）規則の尊重
資料名　黄色いベンチ（「わたしたちの道徳」文部科学省）

演じた児童だけではなく、全児童

に自分のこととして考えさせるため

に、まず、見ていた児童に、「二人は

どんなことを考えたかな。」と投げか

け発言させた後、「どうだった。」と

演じた児童に発言させました。
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